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三次元地震波速度構造を用いて決定した2021年2月13日
福島県沖の地震周辺の震源分布
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図1 矩形内の三次元地震波速度構造と観測点補正値（Matsubara et al., 2019）
を用いて再決定した震源分布。シンボル内の色は地震の深さを示す。

観測点

S-netも含めて解析した三次元地震波速度構造や観測点補正値(Matsubara et al., 2019)を
用いて2021年2月13日の地震を含む約4年間の地震の震源を再決定
2月13～14日の地震活動域はスラブ内の地震であることを示唆
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図2 図1の青枠内(中心線から15km以内)で発生した地震の震源分布。背景はMatsubara 
et al. (2019)のP波速度構造を示す。
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